
 

 

 

  
3月 10日、益田牧子議員は、国保問題を中心に一般質問を行い

ました。無保険による死亡や重症化した事例を示し、幸山市長に「郵

送による無保険状態の解消」「国保料の引き下げ」を求めました。 
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益田議員は、保険証は「命の絆」であ

り、国も、「短期保険証の窓口留置きの長

期化は、望ましくない」と指導している。 

未交付の4898世帯に、郵送により、届

けるべきだ」と追及。幸山市長は、「きめ細

やかな対応に心がけ、出来るだけ速やか

に手元に届ける」と答弁を繰り返し、郵送

による無保険解消に否定的でした。 

無保険による重症化、死亡例を出

さないためにも、保険証の全員交付

は急務です。現に、広島市では、窓

口での1ヶ月以上の短期保険証の留

め置きは行わず、郵送により、届けら

れています。 

 

合併する植木町、城

南町は、旧富合町と同

じように、5 年間かけ

て、高い熊本市の国保

料に統合されます。

（右上グラフ）合併の原

則である『負担は低い

方へ』に反します。日本

共産党は、政令市並み

の一般会計繰入を行

い、国保料の引き下げ

を要求しています。 

（08 年決算） 

ＮＯ ７００ 
 ２０１０年３月２１日 

電話 ３２８－２６５６ 
FAX ３５９－５０４７ 

熊本市手取本町１－１ 議会棟３階 
メール：kumamsu@gamma.ocn.ne.jp 
HP：http://www.jcp-kumamoto.com/ 

保険証未交付 4898世帯『いのち』に冷たい幸山市政 

国保料は負担の限界  払える保険料へ引き下げを!! 

「いのちの絆」保険証を郵送し、無保険状態解消を!! 

政令市並みの一般会計の繰入を！！ 



 

 

 

 

 

 益田牧子議員は、要介護高齢者への 

紙おむつ支給の拡充を求めました。 

熊本市で、介護を受けている方への 

紙おむつ支給は、わずか１５６人に過 

ぎません。右表のように、鹿児島市では、 

在宅 2917 人に支給され、入院中でも、 

月額 4千円の助成が 1548 人に対して 

行なわれています。（08年度実績） 

 熊本市では家庭ごみ袋の無料配布は、 

要介護４．５の紙おむつ使用者 1036 

人に行われており、拡充が必要です。 

 

 

 益田議員は、重度障害者医療費助成を現物給付にするよう求めました。 

熊本市では、医療費が 2 万 1 千円以上の場合、窓口で支払った後、市役所等で

の医療費償還の手続きが必要です。そのため、障がい者やご家族から窓口払いを

なくし、現物給付の要望が出されています。全国の中核市では、41 市中 25 市が

現物給付を実施しています。健康福祉局長は、「現在のところ困難、先行都市の状

況を踏まえ、研究する」と消極的な答弁でした。「日本一暮しやすい」政令市を目指

すと言うのであれば、熊本市での現物給付への改善が必要です。 

 

 

 

 県下の公立小･中･高校の敷地内禁煙を実施している学校は、18.4％と全国

ワースト 1 位です。益田議員は、学校施設、保育園、動植物園をはじめとする公

共施設においては、施設内だけでなく、敷地内禁煙の実施を求めました。健康

福祉局長及び教育長は、2 月 25 日に国から「多数の者が利用する公共的な空

間については、全面禁煙とすることが望ましい」との通知が来ており、「学校及び

官公庁などの受動喫煙防止対策の具体的な対応を検討する」と答弁しました。 

自治体名 対象者 助成内容 

熊本市 

09年実績 

156 人 

  

 

要介護４・５ 

（非課税、月 6250

円限度に現物支給） 

 

鹿 児 島

市 

08年実績 

非課税 

65歳以上 

653 人 

 

要介護４・５ 

年額 10 万円相当現物 

2264人 

 

その他（年額 5 万円

相当の現物支給） 

1548人 入院中（月 4000 円

を限度に現金助成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上野美恵子議員は、予算委員会で、桜の馬場観光交流施設へのエレベー

ターと一体となった「渡り通路」の整備費 2 億 600 万円の無駄づかいを追及

し、計画の撤回を迫りました。また、産業文化会館を取り壊して行う花畑再開

発事業についても、床取得の確たる見通しがないまま、約 2 億 2320 万円の

基本･実施計画予算の拙速な執 

行中止を求めました。 

エレベーターや再開発優先の 

予算・4 億円を使えば、「住宅リ 

フォーム助成や、県下の市町村 

と比べて遅れている子育て支援 

策を充実することが出来る」と 

予算の組み換えを要望しました。 

      

 

 

 

熊本市の子ども医療費助成

は、やっと入院のみ小学校 3 年

生までに拡大。しかし、3 歳以上

の一部負担月額 500 円はその

ままです。県下で、就学前まで

の自己負担があるのは、熊本市

と荒尾市のみです。 

県下で、中学3年生までの医

療費助成が、12 自治体、約 4

分の 1 に広がっています。熊本

市でも実現させましょう。 

 

（自己負担なし）８町村 

玉東町、和水町、産山村、甲佐町、

芦北町、水上村、五木村、益城町 

（一部負担あり）4市町 

阿蘇市（小･中学生入院月 2000

円、通院月 1000 円） 

南阿蘇市（小･中学生年間 10 万円

まで） 

美里町（月 1000 円） 

苓北町（小 5～中 3のみ 3分の 1） 

 

4 億円あればできる

景気･子育て支援策 
①住宅リフォーム：1 億円 

②小規模修繕制度拡充（上限 50 万

円）:1 億円 

③第 3 子保育料無料化：1 億 3000 万円 

④就学前子どもの医療費無料化、自己

負担ゼロ：約１億円 

 

福祉･介護･医療の充実こそ市民の願い 

高齢者へのおむつ支給がわずか 156人 

重度障害者医療費助成は現物給付へ改善を！ 再開発優先を見直し、 

子育て支援・住宅リフォーム助成を！！ 

中学3年生までの子どもの医療費助成を！ 


